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柏 井 浩 三
     Two Cases of Testicular Tumors Occurred during Infancy 
                    and Childhood 
 KOzO  KASHIWAI 
           From the  Department of Urology, Osaha University Medical  School 
 (Director Prof. Dr. T.  Kusunoki) 
   Two cases of teratoma of the testicle in infancy and childhood were encountered for 
a period of one year. 
   The first case was a 5  yeqr old boy, who was admitted to our clinic with a diagnosis 
of left testicular tumor. On admission, physical examination revealed no abnormality 
except for the mass in the left scrotum. On the  11th day after the left high orchiectomy 
he was discharged in excellent condition. Eleven months later he is very healthy and 
without any evidence of metastasis. 
   The second case was a 2 year old boy, who was admitted to our clinic with a diagnosis 
of right testicular tumor and received a right high  orchiectomy On the 10th day  after 
the operation, he was discharged in good condition as well. Three months later he is 
very healthy and there is no evidence of metastasis. 
   In our country, the 172 cases of testicular tumor in infancy and  childhood have been 
reported. 
   Embryonal carcinoma and teratoma show higher incidence than the other types, and 
a large number of these cases occurs before three years of age. 
   The statistical data of the testicular tumor reported in Japan 1940 to 1957 shows the 
same tendency ; 40 cases of embryonal carbinoma  (52.7%), 18 cases of teratoma (23.6%) 




































































































約3ケ 月後の現在,患 者は全 く健康で,腫瘍再発の
兆はない.
皿 考 按
小児睾丸腫瘍に就て,私 は次の如 く二,三 の
点に就て考按 して見た.
(ユ)小児睾 丸腫瘍 の一般畢丸腫瘍 に於け る頻
度
一 般 に小児睾 丸腫瘍は稀 な ものであ り,し か
もそ の95%は悪性 で ある と考 え られてい る
(Campbell).Matassarin(1944)にょれば,Gil-
bertが18S3年よ り1942年迄 の間 に集めた5,500






20才未満 は僅 かに1例 に過 ぎな い.以 上 の如
く,欧 米 諸家 の報告 は例外 な く小 児睾丸腫瘍 の
稀 な事を示 してい る.
他方,本 邦丈献をみ る と,小 児睾 丸腫瘍 が欧
米 に於 け る程稀 な疾患 でない事 がわか る.
即 ち青木(1916)の30例の睾丸腫 瘍中11例は
5才以下 の小児 で あり,陳(1937)の43例中16
例 は15才未 満であつた.又,西 尾(1940)は本
邦丈献 に 記載せ られ た 小 児睾丸腫瘍(15才 未
満)の89例 を集 めてい る.
しか し欧米 に於 いて も,最 近 にな つて小児 睾
プL腫瘍 が今迄 考え られていた程稀 な疾患 でない
こ事が次の如 く諸 家 の報告 に より 判 明 しつつ あ
る.即 ち,Phelaneta1.(1957)はJulien
・(1925)の集 めた135例を含めて,1954年迄 に464
例 を集 め,更 にMayoClinicに於 け る自己 の
9例(1932～1952)を追加 し,幼 児睾丸 腫瘍 は
総 数473例 に 達 してい ると述 べてい る.叉,
L・wi・E・L(1957)によれば・D・y1・(1955)
は25例を集め,更 に過去3年 間 に自己の経験 し
た睾丸腫 瘍 につい て,成 人 の17例に対 し小 児 の
もの は3例(15%)と 予想外 の高 率で ある事 を
報告 して いる.
(2)小児畢丸腫瘍の種類
小 児睾丸腫瘍 の発生 について は,そ の部大 分
が先 天的な ものであ り,病 理 発生学的 にtoti-
potentgerminalcellsorsexcellsから発生
した もの で,一 般 に3才 以下 に多い と云 う
(RuscheandCampbell).





て同 じ傾 向を示 してい る.即 ちセ ミノーム及 び
胎児 性癌 が高 率を示 し,崎 形癌 が これ に次 いで
い る.本 邦 でも陳(1937),新橋(1950),伊
藤i(1953)等の報告 は,何 れ も欧米 のそれ と同
様 の分布 を示 して いる.
他 方小 児睾丸腫瘍 の種類別 による頻度 は,か
な りその趣を異 に してい る.Julienの137例中
32例(23%)は崎形腫 で,残 りの105例は混合
腫 瘍であった.Gilbertの131例中89例は崎形
腫(その中17例は1才 又 はそれ以下),他 の42例
は皮様腫 で あつ た と云 う(Matassarin).更に
Mostofi(1952)の24例中15例(62.5%)は胎
児性癌,7例(29.2%)は 晴 形 腫,Rusche
(1952)の12例中8例(6096)は崎形腫,3例(25
%)は 胎児性 癌,Gross(1953)の12例中8例
は胎 児性癌(そ の 中6例 は:3才以下)で あつ
た.要 す るに小児 で は崎形腫 系統 の腫 瘍 が 多
い.こ れ に対 し小 児 のセ ミノー ムにつ いては極






本邦 には既 に西尾(1940)の小 児睾 丸腫瘍 に
就 ての綜合統 計があ る.即 ち彼 は自己の2例 を
加 えて総数89例 を集 めた.そ の内訳は,癌 腫



























1)安 藤 正 二二
2)同 、 上
3)長 坂 満 入
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渡 辺 正 二
20)森 田 正 雄
2王)西 脇 亭































罹患側1組 織 学 的 所 見












胎 児 性 癌








セ ミ ノ ー ム
胎 児 性 腺 癌
成 熟 晴 形 腫
















セ ミ ノ ー ム
成 熟 崎 形 腫
セ ミ ノ ー ム
胎 児 性 腺 癌





















22)看膚 葉 章 通
23)中 羽 浩









27)小 堀 辰 治
辻 一 郎
小 西 喜 久 治
28)倉 内 夫 教
29)林 仲 需
30)呉 患 雄
31)松 倉 三 郎
塩 田 輝 重
32)木村 哲 二
田 口 譲
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加 藤 正 明
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構(セ ミノーム?肩 除睾綴 死亡す
セ ミ ノ ー ム
騎 形 腫
セ ミ ノ ・一 ム
胎 児 性 腺 癌
小 円 形 細 胞 肉 腫
胎 児 性 腺 癌






胎 児 性 腺 癌
嚢 腫 性 碕 形 腫
(成熟崎形腫)
混 合 腫 瘍
(詳細不明)
1胎 児 性 備
胎 児 性 腺 癌
胎 児 性 腺 癌
胎児性腺癌(乳購状)





















42)目 向 正 劉1952
43)伊 藤 順 夫 1952
2才
44)堀 尾 博
45)吉 田 重 春
会 田 冬 雄
46)駿河 敬 次 郎
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胎 児 性 腺 癌
胚 芽 性 混 合 腫 瘍
(組織学的に胎児性腺癌)







胎 児 性 癌
碕 形 腫





田 中 民 朗
53)市 川 武 城
山 下 正
54)徳 岡 昭 治
55)村 上 尚 正
56)峰 英 二
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60)駒 瀬 元 治
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に転移,X線 照射,ナ イ ト
律ミ》・治療.
術 前Friedman反 応10QO
単 位(+)術後 下 降 〔4カ月 目
に1∞ 単 位(一)〕.
双生児の一方に発生.
61)坂野 於 兎119551・ カ月 左 陣 形 劇 出生時既に認められたもρ・
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大 島 知 之
野 村 貞 一
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69)松井 滋
中 西 淳 朗
岡 山 誠 一
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7
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75)渡 辺 哲 男
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・・)平 田 清 二11957
池 田 稔1
胎 児 性 腺 癌
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セ ミ ノPム
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81)藤 野 文 雄
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に崎形腫 とだけ記載されたもの8例で,騎形癌 として報告されたものは1例 もなかった.但 し晴形腫
と胎児性腺癌 との混合腫と記載された1例 を騎形癌 と見倣 して分類した.
(4}混合腫瘍2例 中,1例 は2才 で胎児性腺癌 とセ ミノームとの混合腫他の1例は1才 で記載不詳.





以下 で,し か も62例(81.6%)が3才以下 に発
生 している.即 ち胎 児性癌40例中36例(90%),
碕形 腫18例の中13例(72%)及 びセ ミノー ム13
例 の中11例(85%)が 何 れ も3才 以下 で ある
(第2表 及 び第8図)。
以上 の結集 は,前 述 の欧米諸 家 の報告及 び西
尾(1940)の統計に ほぼ一攣す るが,唯 本邦 に
於 てはセ ミノームの報告例 が欧米 のそれ よ り多
くな つてい る.し か し我 が国でセ ミ ノームが実
際 に多い と簡 単 には受 け とれない.
なん とな らば,最 近Aderhold(1957)及び
Zirruner(1957)などが注意 してい る如 く,セ
ミノーム と称 されてい るもの のなか には癌化 し
た胎 児性碕形腫,即 ちBangeta1.の 所謂
Pseudoseminomがあ るか らである.
④ 予 後
予後 の点 について は,Phelalletal.の云 う
如 く,胎 児 性癌 はそ の転移が迅速 で最 も悪 性で
あるのに反 し,碕 形腫 は転移 が比較的遅 く予後
は良 い と 考え られ る.し か し 全 晴形腫 の5.5
%は 絨毛上皮腫性要素 を 有 してい ると 云 うし
(Grayeta1.),又Mooreは良性 として扱 われ
てい る成熟碕形腫 で も,そ の5%は 胎児性癌 の






①1957年 度 に,私 達 の教 室で経験 され た5才
及 び2才 の2例 の畢丸 碕形腫を報告 した.
(2)最近17年余(1940～1957)の本邦丈献 に記
載 され た15才未 満の小児 睾丸腫瘍 は,こ の2例
を加 えて83例であ り,本 邦 に於 け るその総数 は
西尾(1940)の89例と併せ て172例に達す る.前
記83例中,記 載 の確 かな76例につい ての腫瘍 の
種類 別,罹 患年令別 の統計 によれば,胎 児性癌
40例(52.7%),碕形腫18例(23.6%),セミ
ノーム13例(17.190K)の順 であ る.ま た それ等
の大部分 が3才 以下 であつた.
③ その他非胚種 性腫 瘍は3例 で,や は り極 め
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第6図 第2例別除際本の割面
＼ 嶺
柏井一小児畢丸腫瘍の2例
第7図 第2例の組織像:高円柱上皮の配列する
腺臓器,粘液腺及び類骨組織等何れもよく分
化した形の組織が混在している.
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第8図 最近17年余(1940～1957)の本邦に於ける
小児睾丸腫瘍の年令別分布
